
　非住宅分野の木造化・木質化の動きが広がっている。林野庁がまとめている建築物全体の木造率は、この10
年は 4割強で横ばいが続いているが、工務店・設計事務所からは施設等の中小規模の木造の新築や、店舗などの
内外装の木質化の工事が増えているようだ。
　内閣府の「森林と生活に関する世論調査」によると、9割弱が様々な建物や製品に木材を「利用すべき」と回答。
「触れた時に
ぬくもりが感じ
られる」「気持
ちが落ち着く」
といった声が多
く、保育所や福
祉施設、ホテル
などへの利用を
期待する割合が
高かった。学校
施設の木造化・
木質化の事例も
年々増加してい
る＝写真：文科
省「木の学校づ
くり（改訂版）」
から。
　昨年 6月に
全面施行された
改正建築基準法
では、戸建の空
き家等を、福祉
施設や商業施設
に用途変更する
際に大規模改修
が不要になるよ
う、耐火建築物
の規制を合理化
した。具体的に

非住宅分野の木造化
にどう取り組むか
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（複数回答）　　　

保育園などの保育施設や幼稚園、小・中
学校などの教育施設

病院などの医療施設や老人ホームなど
の福祉施設

旅 館 、 ホ テ ル な ど の 宿 泊 施 設

公設のスポーツ施設、図書館、公民館な
どの社会教育施設

国、都道府 県及 び市 区町 村の 庁舎

駅、空港、バスターミナルなどの旅客施設

オ フ ィ ス ビ ル

コンビニ、客席数の少ない飲食店・美容室
などの小型店舗

スーパー、デパート、ショッピングモール
などの大型店舗

そ の 他

施設に木材が利用されることを期待しな
い

特 に な い

わ か ら な い

75.6

52.0

49.5

43.7

22.9

15.4

8.3

7.6

6.5

-

3.4

3.8

0.7

総 数 （n=1,546人、M.T.=289.3%)

(%)

（６）施設への木材の利用 

 

問１４ あなたは、どのような施設に木材が利用されることを期待しますか。 
この中からいくつでもあげてください。

 

（上位４項目） 

令和元年 10 月 

・保育園などの保育施設や幼稚園、小・中学校などの教育施設 75.6％ 

・病院などの医療施設や老人ホームなどの福祉施設 52.0％ 

・旅館、ホテルなどの宿泊施設 49.5％ 

・公設のスポーツ施設、図書館、公民館などの社会教育施設 43.7％ 
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テーマ： 「実家の相続に関する意識調査」

持家市場が苦戦する中で、都市型住宅で存在感のある旭化成ホームズのキャンペーン「実家のこれ

から」相談会が話題になっている。「実家の相続」をキーワードとして、単なる二世帯住宅や建て替え

需要を顕在化させる手法から、住み替え売却、資産活用まで顧客の視点から多様な選択肢を提案し

ている。

１． 年度 ～ 月期の住宅着工は前年比マイナス ％

～ 月の新設住宅着工戸数の需要別の動向を見ると、新設住宅合計でマイナス ％、持家需要マイナス

％、貸家需要はマイナス ％、分譲需要はマイナス ％とすべての需要でマイナスに転じた。これは首

都圏における分譲マンションの落ち込み、貸家需要がなかなか回復しないことが大きな要因と考えられる。

住宅会社各社にとっては、今まで持ち家市場を

補完してきた賃貸需要が低迷する中で、メイン市

場である持ち家需要の掘り起こしが課題になって

いる。

この夏の各社のキャンペーンを見ると、積水ハウ

スは「プランニングカフェ 設計相談会」と恒例の

「住まいの参観日」の展開。住友林業は「夏の家

設計相談会」、セキスイハイムは新商品「新型パ

ルフェ発表会」で集客を図っている。

しかし、住団連の「住宅業況調査（第一回 月調

査）」の結果では、展示場来場者や引き合い増加

を示す指数は前年を大きく下回っている。

また、経営者の景況判断調査（第二回 月調査）

の 月から 月の見通しにおいても「消費増税に

よる駆け込みが徐々に発生してくる時期であり、

顧客の動きも活発化してくると思われる」という楽観的な声も聴かれるが、反面「戸数アップは期待できず、

、二世帯住宅などの単価アップに期待」との声もあり、量的拡大といった成果に結びつかないのが現状の

ようだ。

そんな中で、戦略的なマーケティングに定評のある旭化成ホームズのキャンペーンテーマが話題になっ

ている。同社は、首都圏を中心とした大都市圏にターゲット市場を限定し、 会場に複数出展するドミナン

ト展示場戦略や、二世帯住宅、三階建て住宅、賃貸併用型、 子供を持たない共働き世帯 など

新しい住まい方の提案するすることで需要拡大を図ってきた。

今回は「実家と相続」という古くて新しいテーマを取り上げ、生活者調査「実家の相続に関する意識調査」

に基づいたキャンペーンを展開している。 月の受注速報はまだ公表されていないが、関係者の間で話

題になっている。
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工務店・ビルダー様のトータルソリューション情報誌
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場である持ち家需要の掘り起こしが課題になって
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「住まいの参観日」の展開。住友林業は「夏の家

設計相談会」、セキスイハイムは新商品「新型パ
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また、経営者の景況判断調査（第二回 月調査）
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（複数回答）　　　

保育園などの保育施設や幼稚園、小・中
学校などの教育施設

病院などの医療施設や老人ホームなど
の福祉施設

旅 館 、 ホ テ ル な ど の 宿 泊 施 設

公設のスポーツ施設、図書館、公民館な
どの社会教育施設

国、都道府 県及 び市 区町 村の 庁舎

駅、空港、バスターミナルなどの旅客施設

オ フ ィ ス ビ ル

コンビニ、客席数の少ない飲食店・美容室
などの小型店舗

スーパー、デパート、ショッピングモール
などの大型店舗

そ の 他

施設に木材が利用されることを期待しな
い

特 に な い

わ か ら な い

75.6

52.0

49.5

43.7

22.9

15.4

8.3

7.6

6.5

-

3.4

3.8

0.7

総 数 （n=1,546人、M.T.=289.3%)

(%)

（６）施設への木材の利用 

 

問１４ あなたは、どのような施設に木材が利用されることを期待しますか。 
この中からいくつでもあげてください。

 

（上位４項目） 

令和元年 10 月 

・保育園などの保育施設や幼稚園、小・中学校などの教育施設 75.6％ 

・病院などの医療施設や老人ホームなどの福祉施設 52.0％ 

・旅館、ホテルなどの宿泊施設 49.5％ 

・公設のスポーツ施設、図書館、公民館などの社会教育施設 43.7％ 

 

 
  



は火災発生を覚知させる警報設備や、高齢者が就寝用
途で利用する場合は火災拡大を抑制する扉、自動消火
設備の設置など、〝在館者が迅速に避難できる措置を講
じる〟ことを前提に耐火建築物等とすることを不要と
している。また、中層建築物の構造部材で「あらわし」
を可能とした。この法改正を踏まえた取り組みが本格
化するのは、今年以降だと思われる。地場工務店には、
住宅づくりで長年木材を扱ってきた技術を、こうした
流れに積極的に活かすことが期待されている。

　住宅リフォーム・紛争処理支援センターの住宅相談統計年報によると、いわゆる「シックハウス症候群」に関
する相談は２００４年から２０１０年にかけて大きく減少し、以降は横ばいとなっている。
　「シックハウス症候群」は、居住者の様々な体調不良が、なんらかの居住環境に由来するのではないかと推測
される場
合に便宜
的に総称
されてい
るもの。
厚労省が
指針値を
策定して
いる物質
であって
も、必ず
しも体調
不良との

未だ原因が特定できない
「化学物質過敏症」

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
新築等相談 413 376 394 446 345 248 211
リフォーム相談 17 35 35 100 103 69 55

シックハウス相談 430 411 429 546 448 317 266

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
新築等相談 147 120 87 66 65 59 39
リフォーム相談 50 44 41 34 36 45 29

シックハウス相談 197 164 128 100 101 104 68

2014 2015 2016 2017 2018 累計
新築等相談 45 70 83 90 84 3,388
リフォーム相談 29 51 48 45 37 903

シックハウス相談 74 121 131 135 121 4,291
件数(件)

シックハウス相談の件数推移

区分＼年度

件数(件)

区分＼年度

区分＼年度

件数(件)
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（該当者数）

総数（1546 人）

利用すべきである（小計）88.9　　　　　利用すべきではない（小計）7.7

利用すべき
である

どちらかといえば
利用すべきである

どちらかといえば
利用すべきではない

あまり利用すべき
ではない

わからない

木材利用の可否

．子世帯の は「実家について親や兄弟姉妹と話したい」

子世帯の ％が「今後、実家について親や兄弟と話したい」

と回答し、実際に話したと回答した子世帯は ％に上り親

世帯以上に実家への関心の高まりが見られるが、その 割

（ ％）が「今後、実家について親や兄弟と話したい」と回答

し、まだ話し合いは充分ではなく結論が出ていない状況が想

像される。

また今後話したいと回答した若世帯の約 割 が「何を

話せばいいのかわからない」と回答。

．子世帯の同居・隣居を検討した経験は、親世帯の倍近い約 割

子世帯は、親との同居や隣居を検討した経験のある人が

％。内訳は既に購入した子世帯が ％に対し、これか

ら購入する子世帯では ％と増加し、関心が高まっている

ことを示している。

しかし、親世帯は、子世帯との同居・隣居を検討したことのあ

る人は 割にも満たず（ ％）、子が持ち家を購入する前の

ケースに限定しても ％に過ぎない。別の設問で親世帯に

子世帯との同居～近居検討の状況を質問した際には、「子ど

もから話があれば、検討する」との回答が最も多い ％を占

め、 親は子どもの出方を待っているのでは、と読み取れる。

３．「実家のこれから」相談会

「人生百年時代」を迎える中、核家族居住が一般化して子世帯も既にリタイア期に差し掛かるという状況下、

「両親が住んでいた実家をどのようにすればよいか」という、実家活用に関するものが増えてきているという。こ

の調査結果を踏まえて、所費者のニーズをや不安点、関心のあるところをリアルに把握して、単に「設計相談」

「相続相談」といった打ち出しでではなく、「実家のこれから」というダイレクトなコンセプトでキャンペーンを企画

している点が一味違う点だ。

実家のこれからを、以下の つのパターンを提案して、需要顕在化につなげている点が優れている。

➀二世帯住宅に建て替え ②快適な実家の建て替え ③実家の敷地に新築 ④賃貸併用住宅に建て替え ⑤

住み替えして新しい家づくり ⑥賃貸住宅に建て替え このように具体的に提案することで「あなたはどのタイ

プ？」というきっかけから商談が具体化するといえる。

今の家の将来について子どもと話したい

親との同居や隣居を検討した経験がある

２．「実家の相続に関する意識調査」

◆調査の背景

東京オリンピック以降、人口の大きなボリュームを占める団塊世代が全て後期高齢者となる「 年問題」が

控えており、高度成長期に都市部を中心に持家形成をしたこの団塊世代の持家が大量に相続を迎えること

が想定される。

また、現在の生産緑地指定が期限を迎えることで大量の宅地放出が懸念される「 年問題」により、地方

だけでなく首都圏でも地域や条件により住宅の売却が難しくなる可能性も指摘されている。

国の政策も空き家の発生を抑制するため、放置される空き家に対する固定資産税の重税化や売却を促進す

るために相続した住宅資産の譲渡益課税に非課税枠を新たに設置するなどの施策を整備しつつある。

年に実施された相続税の課税強化も踏まえ、今こそ、誰もが親の住宅（実家）の今後に対して無関心ではい

られない時代である。

同社は、以上のような認識の下で、生活者調査を行っている。

．親世帯の ％が「誰が実家を相続するか決めていない」

親世帯の ％は「今の家を誰が相続するか決まっていない」

と回答。 代以上でも ％の方が決まっていないと回答して

いる。 ～ 年前には終活がクローズアップされ、エンディング

ノートなどがもてはやされて久しいが、実は誰に相続するかま

では決めていない人が過半数という結果。

．「今の家がいくらで売れるか知っている」親世帯は ％と少

数派

「今の家がいくらで売れるか知っている」と回答した親世帯は

％。 代以上でも ％と過半数に届かないという結果。

漠然と「住まなくなったら売れると考えている」親世帯は ％

にのぼるが刻々と変化する売却価格変化の現状を把握して

いる方は少ない状況だ。

．親世帯の ％は「今の家の将来について子どもと話した

い」

親世帯の ％が「今後、今の家の将来について子どもと話

したい」と回答。一方で実際に「今の家の将来について子ども

と話した」と回答したのは ％だ。話し合った事はあっても、

前述の通り、誰に相続するかを決めていない人が過半数存在、

今の家の将来の活用や売却時期など、まだまだ話し合いたい

事があると推測される。

調査概要

調査名：実家の相続に相続に関する意識調査

期間： 年 月 日（火）～ 日（木）

方法：インターネット調査

対象：◇親世帯 ～ 代の男女 人（男性： 人／女性：

人）◇子世帯 ～ 代の男女 人（男性： 人／女

性： 人）

今の家を誰が相続するか決まっていない

今の家がいくらで売れるか知っている

今の家の将来について子どもと話したい

2-2　環境（音）
外部の音に対する防音対策として，屋根・壁の

質量を 70kg ／㎡を目標に硬質木片セメント板や
硬質石膏ボードなどの複層構成としました。サッ
シについては，T-3 同等性能としました。教室を
はじめ，空間全体がつながっており，また気積が
大きいことから，吸音性能を高めるため，天井に
はグラスウールマット（32kg/㎥）25mm厚手ク
ロス貼りとしています。また，気積の大きい体育
館は残響時間が長く，グラスウールマット（32kg/
㎥）50mm厚手クロス貼としました。
2 階の床の遮音については，配置上，上下と

も利用率の低い特別教室を重ねました。また，

音楽室の下部については，通常の床の構成に
ALC80mmを追加し遮音をとるようにしました。
音楽室と表現の舞台は，適正残響時間に合わせて
吸音材の量をコントロールしています。

2-3　環境（照度）
壁を羽目板仕上げにしたため，部屋全体の反射

率が下がること，小屋組み現しによる照明器具の
距離などに配慮した照度設定を行いました。黒板
照明を天井に設置することが難しくなることか
ら，黒板上部にウォールウォッシャータイプの照
明器具を設置し，照射距離が近くても均質に照ら
せるような照明器具を設置しました。

鋼製支持脚

サーキュレーションファン

FL

図4　校内環境

木の学校づくり
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間に明確な対応関係は証明
されていない（シックハウ
ス問題に関する検討会中間
報告書）。

　指針値は、公衆衛生の観
点から、化学物質の不必要
な曝露を低減させ、安全・
適正に使用されることを目
的に策定されている。中間
報告では「関係者がシック
ハウス対策に取り組むにあ
たって参考にしていただき
たい値」としている。

　また、「化学物質過敏症」
は、「シックハウス症候群」
と同様に扱われることが少
なくないが、両者は異なる
疾患。「化学物質過敏症」
は、ごく微量の環境中の化
学物質に反応して、種々の
症状を訴える病態で、化学
物質曝露と身体反応との関
連は、現状では特定されて
いない。
　ただし、自律神経系の不
定愁訴や精神神経症状など
も含め、多彩な症状を訴え
る患者が多いのは事実。今
後、化学物質過敏症と住宅・
シックハウスとの関係、化
学物質以外のアレルゲンや
湿度といった室内環境との
関連など、多角的な研究が
求められる。
　例えば、半揮発性有機化
合物（ＳＶＯＣ）のハウス
ダスト中の濃度が高いと喘
息・アレルギーのリスクが
上昇することが分かってい
る。特に、大人より子ども
の方が健康への影響が顕著
に出るという。

．子世帯の は「実家について親や兄弟姉妹と話したい」

子世帯の ％が「今後、実家について親や兄弟と話したい」

と回答し、実際に話したと回答した子世帯は ％に上り親

世帯以上に実家への関心の高まりが見られるが、その 割

（ ％）が「今後、実家について親や兄弟と話したい」と回答

し、まだ話し合いは充分ではなく結論が出ていない状況が想

像される。

また今後話したいと回答した若世帯の約 割 が「何を

話せばいいのかわからない」と回答。

．子世帯の同居・隣居を検討した経験は、親世帯の倍近い約 割

子世帯は、親との同居や隣居を検討した経験のある人が

％。内訳は既に購入した子世帯が ％に対し、これか

ら購入する子世帯では ％と増加し、関心が高まっている

ことを示している。

しかし、親世帯は、子世帯との同居・隣居を検討したことのあ

る人は 割にも満たず（ ％）、子が持ち家を購入する前の

ケースに限定しても ％に過ぎない。別の設問で親世帯に

子世帯との同居～近居検討の状況を質問した際には、「子ど

もから話があれば、検討する」との回答が最も多い ％を占

め、 親は子どもの出方を待っているのでは、と読み取れる。

３．「実家のこれから」相談会

「人生百年時代」を迎える中、核家族居住が一般化して子世帯も既にリタイア期に差し掛かるという状況下、

「両親が住んでいた実家をどのようにすればよいか」という、実家活用に関するものが増えてきているという。こ

の調査結果を踏まえて、所費者のニーズをや不安点、関心のあるところをリアルに把握して、単に「設計相談」

「相続相談」といった打ち出しでではなく、「実家のこれから」というダイレクトなコンセプトでキャンペーンを企画

している点が一味違う点だ。

実家のこれからを、以下の つのパターンを提案して、需要顕在化につなげている点が優れている。

➀二世帯住宅に建て替え ②快適な実家の建て替え ③実家の敷地に新築 ④賃貸併用住宅に建て替え ⑤

住み替えして新しい家づくり ⑥賃貸住宅に建て替え このように具体的に提案することで「あなたはどのタイ

プ？」というきっかけから商談が具体化するといえる。

今の家の将来について子どもと話したい

親との同居や隣居を検討した経験がある

．子世帯の は「実家について親や兄弟姉妹と話したい」

子世帯の ％が「今後、実家について親や兄弟と話したい」

と回答し、実際に話したと回答した子世帯は ％に上り親

世帯以上に実家への関心の高まりが見られるが、その 割

（ ％）が「今後、実家について親や兄弟と話したい」と回答

し、まだ話し合いは充分ではなく結論が出ていない状況が想

像される。

また今後話したいと回答した若世帯の約 割 が「何を

話せばいいのかわからない」と回答。

．子世帯の同居・隣居を検討した経験は、親世帯の倍近い約 割

子世帯は、親との同居や隣居を検討した経験のある人が

％。内訳は既に購入した子世帯が ％に対し、これか

ら購入する子世帯では ％と増加し、関心が高まっている

ことを示している。

しかし、親世帯は、子世帯との同居・隣居を検討したことのあ

る人は 割にも満たず（ ％）、子が持ち家を購入する前の

ケースに限定しても ％に過ぎない。別の設問で親世帯に

子世帯との同居～近居検討の状況を質問した際には、「子ど

もから話があれば、検討する」との回答が最も多い ％を占

め、 親は子どもの出方を待っているのでは、と読み取れる。

３．「実家のこれから」相談会

「人生百年時代」を迎える中、核家族居住が一般化して子世帯も既にリタイア期に差し掛かるという状況下、

「両親が住んでいた実家をどのようにすればよいか」という、実家活用に関するものが増えてきているという。こ

の調査結果を踏まえて、所費者のニーズをや不安点、関心のあるところをリアルに把握して、単に「設計相談」

「相続相談」といった打ち出しでではなく、「実家のこれから」というダイレクトなコンセプトでキャンペーンを企画

している点が一味違う点だ。

実家のこれからを、以下の つのパターンを提案して、需要顕在化につなげている点が優れている。

➀二世帯住宅に建て替え ②快適な実家の建て替え ③実家の敷地に新築 ④賃貸併用住宅に建て替え ⑤

住み替えして新しい家づくり ⑥賃貸住宅に建て替え このように具体的に提案することで「あなたはどのタイ

プ？」というきっかけから商談が具体化するといえる。

今の家の将来について子どもと話したい

親との同居や隣居を検討した経験がある
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し、国際動向も踏まえながら、指針値について再検討することとする。また、

エチルベンゼンについては、海外のリスク評価の状況等を踏まえ、指針値改定

案を再検討することとする。 

 

 

表 これまでに指針値等を策定した物質  

揮発性有機化合物 毒性指標  室内濃度指針値  設定日及び

改定日 

ホルムアルデヒド ヒト吸入曝露における鼻咽頭

粘膜への刺激  

１００μg／m3 

（０．０８ppm） 

設定日：

1997.6.13 

アセトアルデヒド ラットの経気道曝露における

鼻咽頭嗅覚上皮への影響  

４８μg／m3 

（０．０３ppm） 

設定日： 

2002.1.22 

トルエン 

 

ヒト吸入曝露における神経行

動機能及び生殖発生への影響

 

２６０μg／m3 

（０．０７ppm） 

設定日： 

2000.6.26 

キシレン 

 

ヒトにおける長期間職業曝露

による中枢神経系への影響

 

２００μg／m3 

（０．０５ppm） 

 

設定日： 

2000.6.26 

改定日： 

2019.1.17 

エチルベンゼン マウス及びラット吸入曝露に

おける肝臓及び腎臓への影響

３８００μg／m3 

（０．８８ppm） 

設定日： 

2000.12.15 

 

スチレン 

 

ラット吸入曝露における脳や

肝臓への影響  

２２０μg／m3 

（０．０５ppm） 

設定日： 

2000.12.15 

パラジクロロベンゼ

ン 

ビーグル犬経口曝露における

肝臓及び腎臓等への影響  

２４０μg／m3 

（０．０４ppm） 

設定日： 

2000.6.26 

テトラデカン C8-C16 混合物のラット経口曝露

における肝臓への影響

３３０μg／m3（０．

０４ppm） 

設定日： 

2001.7.5 

クロルピリホス 

 

 

母ラット経口曝露における新

生児の神経発達への影響及び

新生児脳への形態学的影響  

１μg／m3 

（０．０７ppb） 

但し小児の場合は 

０．１μg／m3 

（０．００７ppb） 

設定日： 

2000.12.15 
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フェノブカルブ ラットの経口曝露におけるコ

リンエステラーゼ活性などへ

の影響  

３３μg／m3 

（３．８ppb） 

設定日： 

2002.1.22 

ダイアジノン 

 

ラット吸入曝露における血漿

及び赤血球コリンエステラー

ゼ活性への影響  

０．２９μg／m3 

（０．０２ppb） 

設定日： 

2001.7.5 

 

フタル酸ジ-n-ブチ

ル 

ラットの生殖・発生毒性につい

ての影響  

１７μg／m3 

（１．５ppb） 

 

設定日： 

2000.12.15 

改定日： 

2019.1.17 

フタル酸ジ-2-エチ

ルヘキシル 

ラットの雄生殖器系への影響 

 

 

１００μg／m3 

（６．３ppb） 

 

設定日： 

2001.7.5 

改定日： 

2019.1.17 

 

総揮発性有機化合物

量(TVOC)  

 

国内の室内 VOC 実態調査の結

果から、合理的に達成可能な限

り低い範囲で決定  

暫定目標値  

４００μg／m3 

設定日： 

2000.12.15 

 

注１：フタル酸ジ-2-エチルヘキシルの蒸気圧については 1.3×10－５Pa（25℃）～8.6×10－

４Pa（20℃）など多数の文献値があり、これらの換算濃度はそれぞれ 0.12～8.5ppb 相当

である。 

注２：この数値は、国内家屋の室内 VOC 実態調査の結果から、合理的に達成可能な限り低

い範囲で決定した値である。TVOC 暫定目標値は、室内空気質の個別の揮発性有機化合物

（VOC） を総合的に考慮した目安として利用されることが期待されるが、毒性学的知見

から決定したものではなく、含まれる物質の全てに健康影響が懸念されるわけではない。

また、個別の VOC指針値とは独立に扱われなければならない。 

 

＊数字は主な参考文献を示す。 

1) Form aldehyde. G eneva, W orld H ealth O rganization, Environm ental H ealth C riteria, N o.89 (1989) 

2) W orld H ealth O rganization, A ir quality guidelines for Europe; second edition, W H O  regional publications. European series; 

N o.91 (2000) 
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2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
新築等相談 413 376 394 446 345 248 211
リフォーム相談 17 35 35 100 103 69 55

シックハウス相談 430 411 429 546 448 317 266

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
新築等相談 147 120 87 66 65 59 39
リフォーム相談 50 44 41 34 36 45 29

シックハウス相談 197 164 128 100 101 104 68

2014 2015 2016 2017 2018 累計
新築等相談 45 70 83 90 84 3,388
リフォーム相談 29 51 48 45 37 903

シックハウス相談 74 121 131 135 121 4,291
件数(件)

シックハウス相談の件数推移

区分＼年度

件数(件)

区分＼年度

区分＼年度

件数(件)

半揮発性有機化合物

濃度が 倍になった時の調整後のオッズ比、 、

0 5 10 15 20
％

アレルギー性結膜炎

アトピー性皮膚炎
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アトピー性皮膚炎

喘息

• ダスト中濃度が高いと喘息・アレルギーのリスクが有意に上がる

• 床から集めたダストが症状と関連

• 関連性は大人よりも子どもでよりはっきりと見られた

Ait Bamai et al.., STOTEN 2014;Araki et al.,  Indoor Air 2014 

　　　ダスト中濃度が高いと喘息・アレルギーのリスクが有意に上がる

健康建材



 

キタケイの提供する２つのプライベートブランド 

環境・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材  “ スプロートユニバーサル ”  

天然木にこだわったフローリングや壁材  “ リラクシングウッド ” 

企画・製造から販売までトータルにプロデュース、心からご満足いただける住まいづくりを 

バックアップします。 

 

                                   
 

 
 

 

 

 

リラクシングウッド 無垢フローリング シリーズ 
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